
エコドライブのための運転技術

 発進時の操作は、燃料消費削減の大きな節約ポイントです。おだやかにアクセルを踏み込んで「ふんわり」
と発進しましょう。普通の発進よりも少しおだやかに発進するだけで、燃料消費は10%程度少なくなります。
やさしいアクセル操作は安全運転にもつながります。
最初の5秒で時速20kmが目安です。おだやかな発進「ふんわりアクセル」に努めましょう。

（2）発進　　ふんわりアクセル「ｅスタート」

エコドライブのための運転技術

操作方法

なるほどエコドライブ・・・・・・・発進

・発進から5つ数えた時、スピードメーターをチェックして、時速20km/hになることを目安にしましょう。
・回転計が装備されている場合は、1500rpm程度で加速しましょう。
・エンジン音を参考にアクセルを踏み込みましょう。
・雪道発進のイメージで発進すると良いでしょう。
・発進する時はエンジンを始動させる前に、シートベルトを締めましょう（エンジンを始動させる時にアクセ
ルを踏む必要はありません）。

ブレーキからアクセルへ一呼吸
おく感じで足を移します
（クリープ現象を利用します）

アクセルに足を乗せる感じで
ジワッと踏み始めます

速度の上昇とともに徐々に踏む
力を増やします

加速しすぎないように流れの
速度になる手前で少し戻しま
す

操作のポイント

車は動き出す時に大きなエネルギーを使います。AT車の場合、ブレーキから足を離すだけでエンジンの回転
力がタイヤに伝わり動き出します（クリープ現象）。この力を活用することで、自然と“ふんわり発進”するこ
とができます。
5秒で20km/hは目安です。はじめは25km/hでも、30km/hでも構いません。発進時のアクセル操作がス

ムーズにできるようになれば、次第にコントロールできるようになります。
多くの車が比較的、強い加速で発進しています。ふんわり発進すると前の車との車間が広がっていきますが、

除々に速度をあげればすぐに適度な車間に戻ります。無理に前の車についていく必要はありません。
時間と気持ちに余裕をもって、おだやかに発進しましょう。周囲をよく見るゆとりが生まれ、安全運転につな

がります。またエンジン回転数が低く抑えられることで、車内外を静かな環境に保つことができます。
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雪道発進の
つもりで

速度の上昇に応じて
エンジン音が高まるように
アクセルを踏み込みます

ゆっくりこぎ出す自転車で、体力の消耗を少なくするには・・・

通常の運転では、1km走行する間に98.9ccの燃料を消費します。そのうち発進では、33.9ccの燃料を消費
します。エコドライブをすると、発進での燃料消費は24.2ccに減らすことができます。燃料消費全体の9.7％
を、ふんわりアクセルで削減しています。

効果

省エネルギーセンター調べ
発進から40km/hまでの加速、その後40km/hを維持する条件で、
200mまでの区間の燃料消費の比較（30人のドライバーの平均）

加速のしかたと燃料消費量の割合
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走行モード別燃料消費割合

※巻末のコラムを参照

ふんわり発進
の効果

省エネルギーセンター調べ
「スマートドライブコンテスト（2004年）走行データ」
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